
 

環境経営レポート ２０２１
（活動期間　２０２１年４月１日から２０２２年０３月３１日）

２０２２/５/２８　作成
株式会社　掛川商店

代表取締役　掛川　繁行



1. 環境経営方針

　 　 全ての事業活動において生じ る、 環境への負荷を低減するために環境経営　
　 　 システムを確立し 、 環境活動の継続的改善を行います。

　 　 減、 電力使用量、 ガス使用量、 水使用量の削減に取組みます。

　 　 要求事項を遵守し 、 地球環境と の調和に努めます。
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　 ４ ． 収集運搬車、 重機の燃料消費量の削減。

　 私たちは、 地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであるこ と を
全員で認識し 、 企業活動のあら ゆる面で、 経営における課題と チャ ンスを
踏まえ、 地球環境の保全に取組み、 地球環境と 調和し た、 持続可能で豊か
な社会の形成に貢献し ます。

基本理念

行動方針

　 １ ． 私たちは、 建設副産物の積替え保管、 収集運搬と 建材の販売に関わる

　 ２ ． 私たちは、 全ての部門で二酸化炭素排出量の削減、 廃棄物排出量の削

　 ３ ． グリ ーン購入の推進。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制定日　 ２ ０ ０ ７ ／　 ５ ／　 １ ４
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 改訂日  ２ ０ ２ ２ ／　 ４ ／　 ３ ０

                                             株式会社　 掛川商店

                                            代表取締役社長　 掛川　 繁行　 　

　 ５ ． 私たちは、 環境に関する法律、 規制、 及び当社が合意するその他の

　 ６ ． 環境経営目標・ 環境経営計画を策定し 取組、 定期的に必要に応じ て見直し ます。

　 ７ ． 環境経営方針は、 全ての従業員、 及び当社に関わる人々に周知し 、
　 　 環境保全活動推進への意識を高め、 よき 地域住民と し て地域社会に
　 　 貢献し ます。

　 ８ ． エコ アク ショ ン２ １ の環境活動レポート は広く 一般に公表し ます。



（４）資本金　　１，６００万円

（５）年商　　　　９千２百万円

（６）創業　　　　昭和２０年３月

（７）役員　代表取締役　　掛川　繁行　　

　　　　　　　　取締役　　掛川　栄孝

　　　　　　　　取締役　　鈴木恵津子

　　　　　　　　

（８）従業員　　男子　４名　　女子　　4名

（９）担当者・連絡先

(１１）主要取引先
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（３）所在地

２．事業の概要

（１）事業者名

　　　株式会社　掛川商店

　　　代表取締役　掛川　繁行

（２）認証・登録範囲　　建設副産物の積み替え保管、収集・運搬、建材の販売。

代表者

　　　〒１１４－０００３　　東京都北区豊島２－２０－２４

　　　　　　　　　　　電　話　　　０３－３９１３－２４２１（代表）

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　０３－３９１３－２４２２

　　　　　　　　　　　資材センター　０３－３９１１－４３２２

＜環境管理実施体制＞

　管理責任者

車輌担当 鈴木泰志 業務課

目標設定：チェック・評価・計画 　掛川栄孝　　

法規制チェック

掛川繁行 車輌課

マネージメントレビューの指示 鈴木泰志　　他１名

（方針・目標・システムの変更） ガラデータ収集・運行管理

経理課

鈴木恵津子　他４名

　　　管理責任者　鈴木泰志 Co2データ収集

（１０）沿革

　

　　　昭和３６年３月、資本金３００万円で（株）掛川商店に改称。

　　　平成２年３月、資本金１、６００万円に増資現在に至る。

　　・前田道路　株式会社　　　・株式会社　アスケン　　　　・双葉商事　株式会社　

　　・日本ノーディックテクノロジー　株式会社　　　



（１２）事業所の規模

産廃処理量 ｔ 8076.3 3268.5 2997.1 2869.5 2651 2051.3 1707.5

従業員 人 11 11 8 8 8 8 8

場内面積
（床面積含む） 坪 680 680 680 680 600 600 600

 売り上げ 百万円 186 124 106 120 100 98 92

（１３）事業内容　建設副産物の積み替え保管・収集運搬、建材の販売

（１５）保有車両

　がれき類、土砂の処理料金は無料にて

　お見積もりいたします。

　連絡先０３－３９１３－２４２１

（１６）施設　；　建設ガラ置き場（　１１７ｍ
2
　）、最大保管量（　１１５ｍ

３
　）　、資材ヤード（　１８００ｍ

2
　）、屋根掛砂置き場（　１５０ｍ

2
　)

3－１．環境目標とその実績

基準年（２０１8年）

削減目標 評価

基準年から％

ｋｇ－CO2 133347 -0.90% 132147 132695 100.40% 〇

ｋＷｈ 10357 -0.90% 10264 8788 85.60% 〇

Nm
3 697 -0.90% 691 852 123.20% ×

Ｌ 48000 -0.90% 47568 48000 100.90% 〇

Ｌ 332.5 -0.90% 330 362.8 109.90% △

ｋｇ 423.6 -0.90% 420 324.9 77.30% 〇

ｍ
3 1525 -0.90% 1511 1672 110.60% ×

百万円 120 92

基準年（２０１8年） ２０２２年目標 ２０２２年目標 ２０２３年目標 ２０２4年目標

基準年からの削減目標 基準年からの削減目標 基準年からの削減目標 基準年からの削減目標

％ ％ ％ ％

ｋｇ－CO2 133347 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

ｋＷｈ 10357 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

Ｎｍ
3 697 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

Ｌ 48000 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

Ｌ 332.5 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

ｋｇ 423.6 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

ｍ
3 1525 -1.10% -1.40% -1.70% -2.00%

百万円 120

陶磁クズ、がれき類

２０１９年 ２０２０年 ２０２１年

(1４)産業廃棄物の収集運搬許可

有効期間 対象廃棄物

活動規模 単位 ２０１４年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年

　東京都　  許可番号　第１３－１０－０３５０２４号　 ２０２２年４月１日～２０２６年３月３１日 金属クズ、ガラス・コンクリート、

　千葉県　　    許可番号　第１２０００３５０２４号 ２０２１年１１月２６日～２０２５年１１月２０日 廃プラスチック、金属クズ、がれき類

廃棄物処理料金例

　　　　　　ショベルローダー　　３台

　　　　　　バックホウ　　　　　　２台

　　　　　　軽自動車　　　　　　　１台

　埼玉県　　    許可番号　第１１０１０３５０２４号 ２０１８年８月３１日～２０２２年８月１日 廃プラスチック、金属クズ、がれき類

ガソリン使用量の削減

一般廃棄物の削減

水使用量の削減

売上高（４月～３月）

　　　　　　１０ｔダンプ　　　　　　３台

軽油使用量の削減

項　　目 単位

運用期間（２０２１．４～２０２２．３）

実績 令和３年度目標値 実績 目標増減率

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減

ガス使用量の削減

令和３年の東電の排出係数（0.441 kg-CO2/kWh）

項　　目 単位
実績

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減

ガス使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

一般廃棄物の削減

水使用量の削減

売上高（４月～３月）

３－２．中長期目標



４．主要な環境活動計画の内容

　　③軽油・ガソリン使用量削減

　環境目標を達成するための環境活動計画は全員で行う。
　１．ＣＯ２量の削減

　　①総購入電力量の削減
年間削減目標：購入電力を基準年度比－０．９％削減
施　策　　　　　：使用しない時の消灯を徹底する。
　　　　　　　　　　エアコン設定温度を夏期　２８℃、冬季２２℃とする。

　　②都市ガス量の削減
年間削減目標：購入ガスを基準年度比－０．９％削減
施　策　　　　　：湯沸かし器の使用を控える。
　　　　　　　　　：冬季のガス暖房の効率を良くする為のドアの開閉を減らし
　　　　　　　　　　ガス暖房の使用を減らす。

施　策　　　　　：手洗いや、トイレなどの、無駄水の無いように心がける。

年度削減目標：軽油使用量を基準年度比－０．９％削減
施　策　　　　　：運行計画の効率化をはかる。
　　　　　　　　　：急加速/急停車をしないよう教育を行う。
　　　　　　　　　：低公害車の購入促進する。

２．事業系一般廃棄物の削減
　　①一般廃棄物発生量の削減

年度削減目標：一般廃棄物発生量を基準年度比－０．９％削減
施　策　　　　　：廃棄物の保管容器を設置して、分別を徹底する。
　　　　　　　　　：コピーの時の、裏紙の利用を徹底する。

　　②水使用量の削減
年度削減目標：水使用量を基準年度比－０．９％削減

収集運搬の効率化を図ることを検討するための会議を設置する。
施　策　　　　　：最適な運行経路の策定や運転技術の向上のため定期的 　
　　　　　　　　　　話し合いを行う。

　　　　　　　　　：洗車時にも無駄水の無いように気をつける。
　　③化学物質の使用は有りません。
　　④グリーン購入

可能な限りのグリーン購入すること。
施　策　　　　　：コピー用紙・プリンターインクなどをグリーン購入する。

　　⑤受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮



５．１　　２０２１年４月～２０２２年３月の運用期間における目標の達成状況

実施

状況

○－達成 ○－良

△－未達成 好△不

で減少 十分×

（増加）× ―問題

―増加 ありを

（減少）を 記入

記入

　電気使用量の削減

　軽油使用量の削減

　一般廃棄物の削減

　　水使用量の削減

５．環境活動の取組結果の評価

環境目標 実績
評価

原因 是正・予防内容

是正予防処置の決定

二酸化炭素の排出量

基準年から３．６％削減

　　　載する。

100.4% 〇 〇

数値％

管理責任者、担当者を中心に

関係者で協議する。目標が関

△の場合原因と応急対策、×

毎年代表者見直し 毎年代表者見直し時に記入 の場合原因と応急対策、予防

時に記入 対策を講じる。目標が○でも具

体的行動計画が×の場合も記

その他は良く出来たと思う。 　特に無し。

　コロナの工事へ影響も少しずつ落ち着

基準年から３．６％削減 つつあり来年度は良くなる事を期待した

基準年から３．６％削減

123.2% ×

　ガス、水道、ガソリンが増えてしまったが

×

＊是正する項目は現在

都市ガス使用量の削減

85.6% 〇 〇

基準年から３．６％削減

100.9% 〇 〇

109.9% × ×
ガソリン使用量の削減

基準年から３．６％削減

×
基準年から３．６％削減

基準年から３．６％削減

110.6% ×

77.3% 〇 〇

受託した産業廃棄物の収集 収集運搬の効率化を図ることを検討するための会議を設置する。
◯

定期的なコミュニケーションを

運搬・処分における環境配慮最適な運搬経路の策定や運転技術の向上のため定期的に話し合いを行う。 取っていきたい。

◯
グリーン購入 コピー用紙やプリンターインクなどをグリーン購入した。 グリーン購入の幅を増

可能な限りグリーン購入すること。 やしていきたい。



５．２環境への取組チェック表による比較
取組前に比較して取組パーセンテージが若干さがっているが環境経営システムの
導入等による評価項目の増大による誤差と考える。
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　　　　①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

2022年4月23日
１．事業活動へのインプットに関する項目 大項目　74／78
　　１）省エネルギー 中項目　　　42／46

　　　　②設備機器等の適正管理
　　　　③設備の入替・更新時及び設備の改修にあたっての配慮
　　２）省資源 中項目　12／12
　　３）水の効率的利用及び日常的な節水 中項目　20／20
　　４）化学物質使用量の抑制及び管理 中項目　0／0
２．事業活動からのアウトプットに関する項目 大項目　3４／3４
　　１）温室効果ガスの排出抑制、大気汚染等の防止 中項目　0／0

　　４）その他生活環境に係る保全の取組等   中項目　　10／10

　　　　①温室効果ガスの排出抑制
　　　　②大気汚染物質の抑制
　　２）事務所等における一般廃棄物等の排出抑制、リサイクル、適正処理 中項目　1６／1６
　　　　①廃棄物の発生そのものを抑える取組」
　　　　②オフィス等におけるリサイクルの促進
     ３）排水処理 中項目　　　8／8

３．製品及びサービスに関する項目 大項目　122／124

　　１）グリーン購入（環境に配慮した物品等の購入、使用等） 中項目　　　0／0
　　　　①環境に配慮した物品等の調達に係わる基準
　　　　②環境に配慮した物品等の購入、使用
　　２）受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮 中項目 　122／124

         ２）－１　産業廃棄物の収集運搬に伴う環境負荷の低減 小項目　　99／66
　　　　①車両の購入・選択にあたっての配慮
　　　　②収集運搬システムにおける環境配慮及び効率化
　　　　③収集運搬車両の使用にあたっての配慮
　　２）－２産業廃棄物の処理等における環境配慮 小項目　　　71／58
　　　　①事業場における取組
　　　　②中間処理後廃棄物の持ち出し先における環境負荷の低減
　　　　③再生使用、再生利用又は熱回収の実施及び消費者に対する情報提供
４．その他 大項目　15／18

　　　１）生物多様性の保全と持続可能な利用ための取組 中項目  　　0　／0
　　　２）環境コミュニケーション及び社会貢献 中項目    　6／6

　　　　②既存建築物が及ぼす環境への影響を予防、低減するための方策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　 　 　２４５／２５４

　　　　①環境コミュニケーション
　　　　②社会貢献
　　　３）施主・事業主における建築物の増改築、解体等にあたっての環境配慮 中項目　  　9／12

　　　　①設計者及び施工業者（工務店、建築会社等）への依頼・協力要請



６．遵守する法規制一覧と遵守状況
評価

1 ○

○

○

○

○

○

○

６．遵守する法規制一覧と遵守状況
評価

1 ○

○

○

○

○

○

○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

法規制 遵守事項

廃棄物処理法 産業廃棄物処理帳簿の作成、種類、業務区分、５年間保存

委託基準の遵守、産廃委託契約書、三者契約（区間委託）

収集・運搬基準の遵守、飛散、騒音、振動の防止

同上、運搬車外側に表示、備え付け書面、保管量上限

保管基準の遵守、囲い、表示看板、高さ・勾配の上限

マニュフェスト管理、集計、帳簿作成、５年間保存

道交法の遵守、過積載の防止、近隣配慮交通、粉塵防止

法規制 遵守事項

廃棄物処理法 産業廃棄物処理帳簿の作成、種類、業務区分、５年間保存

委託基準の遵守、産廃委託契約書、三者契約（区間委託）

収集・運搬基準の遵守、飛散、騒音、振動の防止

同上、運搬車外側に表示、備え付け書面、保管量上限

保管基準の遵守、囲い、表示看板、高さ・勾配の上限

マニュフェスト管理、集計、帳簿作成、５年間保存

　　　　　○フロン排出抑制法は、家庭用機器なので適用されません。

道交法の遵守、過積載の防止、近隣配慮交通、粉塵防止

自動車NO・PM法 浮遊粒子状物質の排出規制→東京、千葉、神奈川、埼玉

騒音規制法 特定建設作業（騒音）→特定建設作業届出、８５ｄＢ以下

振動規制法 同上、（振動）→特定建設作業届出、昼７０，夜６５ｄＢ
千葉県残土条例、埼玉県残土条例、東京都廃棄物
条例

土砂搬入の事前協議、年２回の産廃実績報告

◯環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません



番号

情報

２－２）環境マネジメントシステムその他　要素の変更の必要性

7

７．代表者による全体評価と見直しの結果
見直し項目 見直しのための情報

1

環境方針に基づく環境目的・ 全体的に目標に達している。

目標の達成状況及び環境

パフォーマンス

2

法的及びその他の要求事項 法規制については問題なし。

の順守評価

3

技術革新、大幅な作業工程の 特になし。

変更・主要な設備の変更

4

環境側面に関係し、新たに制定 特になし。

・改訂された関連法令・条例

見直し日　２０２２年０４月１６日 作成者　　社長

5

外部からの利害関係者からの 朝は特に交通量も多いので、車両の出入りに関しては引き続き注

を喚起していきたい。

6

是正処置及び予防処置の状況 特になし。

7

改善の為の提案 特になし。

　　２－１）環境方針・環境目標・環境活動計画・経営システムの変更の必要性

基準年の設定を２０１８年度の数値に変更しました。

　特になし。

（１）上記結果及び継続的改善の結束に照らした、環境マネジメントシステムの適切性、妥当性、有効性について

引きつづき今年度も、良くできたと思う。

環境マネジメントシステムも、有効に機能しているが、EA２１－２００９年度版を意識して、行動してください。

（２）環境マネジメントシステムの見直し、変更の必要性
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